
Japanese Society of Applied Entomology and Zoology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Applied 　Entomology 　and 　Zoology

ll firl不匚i　31
「
年 4 月 10 〜 111 三i

呉 常マ きた すか い な か を出 査iし，同 1「．jに，圃 場 の 根瘤

綜虫 L 羌茅 と の 凱 係 を 助 らか に し よ う と し tl　・J

　 t　
9線虫

圏
こ：」1

’一
る耐虫

」
【」iの 強局 2 ド種 に つ い て ，貯

楓 卜卜ilf 嘆 拝の ∬ zE杁 仇 ，枢 木鉢 お よ び 圃昜 の 直播栽培
に お 1ナる一〜’．轟査の 前i鍔、 に よ れば，耐虫

1

日iの 強弱 に か

カ わ ら
『1
，緑 三

「「丿了生 1
  また 1ま加 茜厘 の 高 い 種 藩 で は ，

晃
『’．
．） 、S そ く，茎 攻 力 丿 な くな る こ と∂ 1謀め られ た 。

一”Jb＿藷 を 5重 した圃坊 の ゴ．．墨中 の 根疳ず線虫 もま た 孔

ts・v．．）一彡碧を及 ぼ す もの の よ うで あ る G

　　　　　 71．長 崎県 に 発生 した 馬 鈴 薯

　　　　　　　　 寄生 線 虫 につ いて

　　　　　 （名大从〉
＊

弥 碑毛．・三 ・画 沢 　居

　 1955 　、9 月 に 宮 守県 ．こお い て，艮 11奇県∂ 遜多ノ、 し

た ｛　
』
著 1ご ：t高恥 こ類似す る柄 ユ）｝が 畆 め られ ，や が

て そ　 1 ⊥ 弋病｝

’
L働 ・ らきわ ゼ）そ多数 に イメti｝し得 る 1

flの ，IJ 、の 朔 ．1
』脚
こよ る もの て あ る こ と力 明 らか 1こ ご

れ た ・ 　こ の 線虫、ま 世称 11りeadow 　 nematode ま た は

rovt −lesi
’
ou 　 nematodie と叮 よれ ・n 　1　M

’
の 内商1畿生性

線虫 P ”祕 翼舘 ‘加 s 属の 1 」，9 で あ る が，　 SHE τ二 ＆

A 丁．LEN 　（1953） の 検索夛《に ！IIじて 同た ぜ ，式み た とこ

ろ，S．・．．，H の IDrat）
’lenchtts　l． 、 10 種 の い ずれ とも録 な

り，！］丶、．L ∬の 薪 種 で うる こ とが 判 明 し た o な お わ が 国

、に お ：ノi5　 Pf’atyiencht ｛s   tH
−
1の 最初 の 穏 ’は高 繊

（1946） に ょ る宮 rl　f県 の
一
ri 。観 、丙線 ll！ （P・P 「aten ・sis ）

で あ る；y　 ，そ の 隷 虫 も P ．Pratenbisと は 隻 よ る よ う

cL ・♪t；r つ

　　　 72．ドブ ネ ズ ミ の 冬季 野外 悽 息 の 蛋例

　　　　　 （）“s 」蟻 ケ 喝 、 使 ）　蔚 沢 徳 武 ．

　 ；t，气 凶 占弊 ω 対可
’
業 の ト1−1に 趣冬中の ド ブネ ズ ミ．

の 御
一

・
・行 つ た の で，冬；目丿、、甲 地 に お け る工｝汐膜 息 の

1例 こして こ こ に 、伍 ナす る c， 稲藁を　義，だ 下 に 4 衢 の

　・を ．．．1，した カ ，慟
一ll旦 1休の 作 つ た 4 で ，底 さ が 加 わ

る に し・t：Pプつ て 垂k の
一
1’を中亡口1〜に 1頃か つ て移ξi

’
した も

の で あ る ⊃　 の 中 1こ は 子 」 ズ
層
ミの奨力 見 ら

一
，！ ，冬

「tv
　F］
：1

集
齟
した 吋 て

メ
F
ガ

齟
つ て い た g こ の ン

’
の
一

部 に は ハ タ

ネ
v

ミの 歹Lfeが あ り， ド ブネ ズ ミの 1f｛が ．／9，Lして い

た 。 これ らの こ と は 今後 の 駆 除 の た め の 好 資料 とな ろ

与 ∴

　　　　　ア3・北 海道 の 離島の ネズ ミ類

　　　　　　　（北大 f、t ）　 大 田磊：四 夫

　北海 亘の 1
・睦 ・，南 の 更 尻 鳥 ， 北の 利尻 I

」
、・， 礼文島，

西の 天
’
島 ， 焼尻lt、），策の 大退島 （厚 丿tl．湾 ） の ネ ズ ミ

相 を訃、く た 。 豸鼠類 は 別 と して ， 野 鼠類 は本島 と比較

して
．t　 種 類 敬が 少 な い 。 憇 林を 7角す る奥 尻 ∫

「
ラお よ び

利尻1
「・

で は APodemzts 　Ct
−inu　ainu を産す るカ，森

林 を もた ぬ 芸、1
’
．．、・らは　Clethptio叨 mys 　 rufocan 客tS

δedfo 　rdiae の ほ か
”

〈

見 X．　？，1て い な い 。 　これ らの ネ ．ズ
』

　ミの 分布の．9 〃 地g 掌的意 盗 に つ い て 臼 じ，あ わ せ て

大 卩島 ， 奥尻 1
’
お よ び 天 フ帯 こ 1954 年多

 
生 した 鼠禍

に つ 、x
て 述べ る 、．

　　　 74・本邦 に お け る毒 蛇 問 題 と 野 圭研究

　　　　　　　　 第 1う  鳥類利屠

　　　　　　（林／］
・
庁野 生 研） ノi！ 田 久 冒

　 台津ノ，∴ わ が 版 図か ら出 て か
ー
， 日本の 初 蛇問題

は ，急 に ひ つ そ りして．」、た 。 しか し，　ノ も，琉球列島

に おい て は，復翼 ・
闘発 に 先 立 っ て ，大 い に 考 え る べ

き問題で の る 。 　嵐 地方に お け k チ蛇 円題は ， パ フ 属

Trimeo ’
esurus 　LA （ ｝：PEDE ，1804．を 1・【二b巨とす る も（7・

で あ るが ，そ の 顔∴ ど まぬ か れ る た め tこ，い か な る 方

策 を 講 ずべ ？．　；） ？　第
一

は ，ハ ブ渦 に つ い て ，分 ∫レ

分布・生 系
・
食性 ・活動 の 彳Hl］・皆 1 生物 な どの 天 敵，

萄剤 し くゴジ る 反 応 ……な どの 1 眠 し、研究 を行 う。第

二 は ，住 炉 の L泥蔽転 との 匪係を凋 査 し ， 物心両面 を

澗 足 せ し め え られ る よ うに 考 嫁 ・施策す る 。

　 こ こ に は ， S 頌 ・人 敵 と して 「 1用す る こ とに つ い て

考象 し，い わ 〕， る ヘ ビ ク ィ ド リ　GyPogcramts 　 ser ・

P『ntew
’ius に つ い て ．。．，そ の 性状 な ど，こつ い て ，特 に

J工々 角∫、閉 す t”と こ ろがあ る 。

　　　　75．チ ャ ドク ガ 幼虫 の 防除試 験並 び に

　　　　　　　 ドク ガ の 生 活 史 につ い て

　　　　　 （］
コ

！ffl｝id↓L【8z，」｛試勇ミ）　扇 丿［1仁 ド
』

　 チ ャ ド ク ガ幼口、に つ い て dipping で 21 厘，！L面
布 で 7 種 の ズ 剤 に つ い て 防除試験 を した 。 Dipping に

お い て 1000 倍で 100％ の効采の あつ た むの は パ ラ チ

オ ン ，ダ イ ア ジ ノ ン ，、ス ミ サ イ ド，ク ロ
ール チ オ ン ，

』

EPN ，ア ル ド リ ン ，デ ィ ル ド リン
，

ロ テ ノ
ー

ン 十 ピ レ

ト リン ÷ ブ トキサ イ ドの 各 乳 剤
「，また

．
DN ，　 BHC の

彳
〜

学Lrじよ 95％，阪 虫廴孑L剤 は 85％，　 TEPP は 　70 ％，

DDT 孑匪 1ま 50％ の 殺虫効果を示 した 。 喋面散布 て

は パ ラチ オ ン ，ダ ィ ア ジ ノ ン ，EPN ，マ ラ ソ ン の 各製、

剤 ヵ 1000 掲 C’100％ の 効果 が あつ た。 ドク ガ ・α1∫1馴

県金谷町附近 の茶園 で は 発見 で さ な い が漂高 600m

以 上 で は糸樹 を筈す る。こ れ は 1年 1回 の 発 生 で ，幼

虫 で赴年 し，5月 上 中旬 に 糸1：1贓 ，
6 月中下旬 ，こ羽化 ，

直 ちに 産卵，tjl’，110〜15 日 ， 幼」　± 11〜13 回 の 瑯．．

皮 を彳『］
一
つ た Q

　　　　76．ナ シ ヒ メ シ ン ク イ 防除 に 対 す る

　　　　　　　　農薬散布上 の 新 知見

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


